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れ
や
か
な
青
空
が
広
が
っ

た
１
月
8
日
、
令
和
５
年

河
津
町
二
十
歳
の
集
い
が
河
津
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
た
62
人

の
う
ち
52
人
が
出
席
し
、
成
人
と

し
て
の
責
任
と
自
覚
を
胸
に
飛
躍

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
集
い
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
手
指

消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
華
や
か
な
振
袖
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者

た
ち
が
会
場
に
集
ま
る
と
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
同
級
生
と
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
互
い
の

晴
れ
着
姿
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら

過
ご
し
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
来
賓
か
ら
祝
福
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
岸
重
宏
町

長
は
、「
変
化
の
多
い
時
代
は
新

た
な
価
値
観
が
生
ま
れ
る
好
機
。

柔
軟
な
価
値
観
で
挑
戦
を
続
け
、

新
し
い
未
来
を
創
造
し
て
く
だ
さ

い
」と
、エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
　

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
山
下
拓た

く

真ま

さ
ん
＝
長
野
＝
が
代
表
挨
拶
を

述
べ
、
鈴
木
曜あ

き

さ
ん
＝
浜
＝
が
岸

重
宏
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　
新
た
な
門
出
を
迎
え
た
若
者
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

二
十
歳
の
集
い
参
加
者
代
表

山や
ま

下し
た 

拓た
く

真ま

さ
ん 

＝
長
野
＝

一
人
一
人
が
未
来
を
考
え

世
の
中
を
元
気
に

ハ
タ
チ
の
こ
と
ば

※令和４年４月１日の民法改正により成年年齢が20歳から18歳に引き下げられたことに伴い、町ではこれまで「成人式」として行っていた
成人を祝う日の式典の名称を「二十歳の集い」に変更しました。引き続き20歳を迎える人を対象に開催します。

晴

　
　

日
は
、
二
十
歳
を
迎
え
た
私
た

ち
の
た
め
に
盛
大
な
集
い
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
、
一
同
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
っ
て
学
業
に
励
む
者

や
仕
事
に
従
事
す
る
者
な
ど
、
多
く

の
立
場
の
人
が
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
時
間
を
過
ご
し
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
影
響
な
ど
も
あ

り
、
活
動
の
制
限
は
緩
和
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
感
染
縮
小
が
見
ら
れ

先
が
見
え
て
き
た
か
と
思
え
ば
拡
大

の
繰
り
返
し
。
ま
だ
ま
だ
本
来
の
生

活
を
送
れ
る
日
は
遠
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
こ
と

の
貴
重
さ
を
知
り
日
常
を
大
切
に
し

よ
う
と
思
え
る
時
間
を
過
ご
し
て
き

た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
二
十
歳
の

節
目
に
一
人
一
人
が
未
来
を
考
え
、

協
力
し
な
が
ら
世
の
中
を
元
気
に
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

二
十
年
前
、
私
は
こ
こ
河
津
町
で

本

ハタチの節目
夢あふれる未来へ

令和５年河津町二十歳の集い

1
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1_ 集いに出席した全員で記念撮

影 2_ 色とりどりの振り袖姿 3_

マスクを取ってにっこり 4_ 会場

では検温や手指消毒など感染症対

策を徹底 5_ 仲良しの友達と揃っ

てピース 6_ 思い出の詰まった母

校の体育館前でパシャリ 7_ スマ

ホで記念撮影 8_ 真新しいスーツ

に身を包み凛々しい表情 9_ 中学

校の恩師を囲む晴れ着姿のハタチ

生
ま
れ
ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た

こ
の
土
地
で
、
今
日
集
ま
っ
た
仲
間

た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
経
験
を

し
て
こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
地
域
の
人
間
関
係
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
生
ま
れ
育
っ
た
河
津

町
は
、
す
れ
違
う
人
た
ち
に
挨
拶
を

す
る
と
笑
顔
で
挨
拶
を
返
し
て
く
れ

る
人
ば
か
り
で
、
つ
く
づ
く
温
か
い

人
た
ち
に
守
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
の

だ
と
感
じ
ま
す
。

　

進
学
を
機
に
河
津
町
を
離
れ
て
生

活
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
戻
っ
て
く

る
た
び
に
、
自
然
の
豊
か
さ
や
地
域

の
方
々
の
良
さ
を
再
確
認
で
き
、
そ

れ
が
私
の
大
き
な
活
力
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
二
十
歳
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
々

ご
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
い
つ
も
そ
ば
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
何
よ

り
、
い
つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
い
て

励
ま
し
、
時
に
は
叱
り
、
心
身
と
も

に
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
家
族
の
お
か

げ
で
す
。深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
社
会
に
、
ま
た
、
河

津
町
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
、
二
十
歳
の
代
表
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

記念品を受け取る鈴木さん

参加者を代表して挨拶を述べる山下さん

2
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有事の際にはいち早く現場に駆けつけ、町民の生命と財産を守る消防団。

その団員は全国的に減少傾向にあり、河津町も例外ではありません。

団員減少による消防力の低下を防ぐため、令和５年４月から分団の統合をします。

地
域
防
災
の
中
核

消防団員募集！ 

■活動内容 
　平常時…消火・防災訓練、救命訓練、
　　　　　防火啓発活動など 
　災害時…消火活動、捜索・救助活動、
　　　　　水防活動など
■報  　酬
　年額報酬のほか、火災出動や訓練の
　参加に応じ報酬が支給されます。

▲令和 5 年出初式

問 防災課　 

☎34−1112

　
消
防
団
は
「
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神

に
基
づ
き
、
地
域
や
家
族
、
そ
し

て
仲
間
を
守
る
た
め
に
団
結
し
、

地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
組
織
と

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
あ
た
る
消
防
団
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も

災
害
時
の
消
防
活
動
、
救
助
・
救

出
活
動
や
平
常
時
の
防
火
・
防
災

訓
練
な
ど
に
従
事
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
町
で
は
現
在
、
２
６
５
人
の
団

員
が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
町
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
、
地
区
の
過

疎
化
に
よ
る
若
年
層
の
減
少
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
団
員
の
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
本
来
の
分
団
と
し
て
の
機

能
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
採
用

し
、
定
員
削
減
な
ど
の
消
防
団
改

革
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
分
団
統
合
に
つ
い

て
、
地
域
の
消
防
力
が
低
下
す
る

こ
と
が
無
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が

ら
消
防
団
や
関
係
地
区
と
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
令
和
５
年
４
月
か

ら
、
第
１
分
団
と
第
２
分
団
、
第

11
分
団
と
第
12
分
団
を
そ
れ
ぞ
れ

統
合
し
、
全
体
で
10
あ
っ
た
分
団

を
８
分
団
に
、
定
員
を
２
３
７
人

に
再
編
成
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
防
災
力
を
保
ち
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
は
、
消
防
団
員
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
お
住
ま
い
の
地

域
の
消
防
団
に
入
団
し
、
一
緒
に

地
域
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
　

消
防
団
改
革

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

消防団の分団を統合消防団の分団を統合

Topics

消防団統合
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統合後
第１分団（定員17人）
担当区域：見高入谷

現在

第５分団（定員27人）
担当区域：上佐ケ野・天川
　　　　　筏場・大堰

第４分団（定員24人）
担当区域：田中・沢田

第３分団（定員25人）
担当区域：浜・笹原

第２分団（定員31人）
担当区域：見高浜・長野

第６分団（定員32人）
担当区域：湯ヶ野・下佐ヶ野
　　　　　大鍋・小鍋 

第11分団（定員24人）
担当区域：谷津

第12分団（定員17人）
担当区域：縄地

第７分団（定員27人）
担当区域：梨本・泉奥原
　　　　　川横

第10分団（定員34人）
担当区域：下峰・上峰・逆川

※第８分団は平成17年に第６分団に統合
　第９分団は平成15年に第10分団に統合

分団長
（８人）

第１分団（定員33人）
担当区域：見高入谷・見高浜
　　　　　長野

第２分団（定員28人）
担当区域：谷津・縄地

第３分団（定員25人）
担当区域：浜・笹原

第５分団（定員27人）
担当区域：上佐ケ野・天川
　　　　　筏場・大堰

第６分団（定員32人）
担当区域：湯ヶ野・下佐ヶ野
　　　　　大鍋・小鍋 

第７分団（定員27人）
担当区域：梨本・泉奥原
　　　　　川横

第８分団（定員34人）
担当区域：下峰・上峰・逆川

【　　  】河津町消防団
組織編成

分団長
（10人）

団長
（１人）

副団長
（２人）

本部部長
（４人）

本部
担当区域：河津町全域

令和５年４月１日〜

第４分団（定員24人）
担当区域：田中・沢田
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ZOOM IN KAWAZU

まちの
出来事

　町スポーツ協会バスケットボール部主催の
バスケクリニックが12月30日、町立西小学
校体育館で行われ、町内の小中学生約30人
が参加しました。講師は下田市出身の元プロ
選手・種

たねいち

市幸
こうすけ

祐さんが務め、シュートやドリ
ブルなどの技術やバスケットの楽しさを学び
ました。種市さんが「本番で失敗しないため、
練習では失敗を恐れずいっぱい失敗しよう」
と呼びかけると、子どもらは積極的にシュー
トやドリブルに挑戦していました。最後に種
市さんを交えミニ試合を行いました。

＃ Enjoy　バスケクリニック

元プロ 種市選手に学ぶ

桜守人や東電が協力し作業
河津桜合同剪定作業

　河津桜合同剪定作業が12月14日、河津川沿いで行
われました。河津桜守人の会やかわづ花の会、ふるさ
と案内人のメンバーや東京電力パワーグリット関係者
ら約40人が参加し、樹木医の指導のもと協力して剪
定作業に励みました。剪定した枝は「チッピングロー
タリープレス車」でチップ化し、防草や堆肥として活
用するため「河津ブルーベリーの里」に運ばれました。

剪定した枝をチッピングロータリープレス車で粉砕してチップにする

音楽隊の演奏に合わせて手拍子をする園児

楽しく交通安全を学ぶ
クリスマス交通安全教室

　県交通安全協会下田支部によるクリスマス交通安全
教室が12月21日、さくら幼稚園で行われ、年少から年
長までの園児48人が参加しました。園児らは交通ルー
ルや防犯標語を教わり、交通ルールを書いたカードを
クリスマスツリーに飾りつけました。県警音楽隊によ
る演奏も行われ、「赤鼻のトナカイ」などのクリスマ
スソングに合わせ手拍子などをして楽しみました。

1_ ドリブルをしながら相手のボールを取り合う　
　 追いかけっこ 
2_ ２人１組になってシュート練習
3_ 種市さんにシュートのポイントを教わる子ど
　 もたち3

2

1
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　河津バガテル公園で１月１日、恒例の初日の出鑑賞
会が行われました。会場のローズガーデン内の海の見
える丘には、６時51分の日の出時間前に地域住民や
観光客約50人が集まり、日の出を待ちわびました。
　日の出時間には、水平線に雲がかかっていましたが、
しばらく待つと雲間から太陽が顔を出し、来園者は写
真を撮るなどして初日の出を堪能しました。

雲間から顔を出す初日の出を撮影する来園者

恒例の初日の出鑑賞会
河津バガテル公園　初日の出鑑賞会

二十歳の成人10人が点火
浜地区　どんど焼き

　浜同志会のどんど焼きが１月８日、河津浜海岸で行
われました。成人の日に合わせた地元住民が成人を祝
う伝統行事として、二十歳を迎えた浜区出身の成人
10人が、鏡開きとおんべに点火をしました。
　参加した成人10人は「大学サッカーで全国を目指
す」、「研究者になるため大学で学びたい」、「就職する
ので仕事を頑張りたい」など将来の抱負を述べました。

おんべに点火する参加者

Topics　消防団出初式

令和５年河津町消防団出初式

消防活動の決意を新たに

　
河
津
町
消
防
団
出
初
式
が
１
月

５
日
、
河
津
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

式
で
は
、
岸
重
宏
町
長
が
元
旦

に
発
生
し
た
建
物
火
災
に
つ
い

て
「
十
時
間
以
上
の
長
時
間
に
わ

た
っ
て
懸
命
な
消
火
活
動
に
携
わ

り
、
火
災
の
拡
大
を
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
消
防
団
の
活
躍

に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す

る
」
と
た
た
え
ま
し
た
。
続
い
て

功
労
者
な
ど
の
表
彰
、
規
律
訓
練

を
行
い
消
防
活
動
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
河
津
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
で
笹
原
公
園
か
ら
荒

倉
橋
ま
で
を
行
進
し
、
河
津
川
沿

い
で
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。▲笹原公園前を行進する消防団員

▲功労者表彰 ▲河津川沿いでの放水訓練▲規律訓練
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▲西小学校でのボルダリング教室

回は最近の主な活動や

思ったことを紹介します。

　まず昨年10月に教育委員会

主催の健康づくりハイキングに

参加し、参加者の皆さんと一緒

に城山と葛城山を登ってハイキ

ングを楽しみました。皆さんめ

ちゃくちゃ元気でびっくりしま

した。すばらしい。

　河津フラワートライアスロン

では準備から当日のスタッフと

してお手伝いをしました。裏方

の皆さんの頑張りのおかげで無

事開催でき、多くの参加者の方

に楽しんでいただけたのではと

思います。何をするにも、協力

してくれる人達に感謝ですね。

　11月には西小学校で４年生

ボルダリング教室を開催

https:/www.facebook.com/
kawazu.kyouryokutai/

相
あ い ば

羽　勇
ゆ う と

仁（28歳）

御前崎市出身。2022年４月、河津町地域
おこし協力隊に着任。任期３年。スポーツ
推進活動を行う。

登り日和
河津町地域おこし協力隊通信

を対象にボルダリングの特別授

業を行いました。イベント用の

移動式クライミングウォールを

持ち込み、１人１人順番に登っ

てもらいました。

　子どもたちに登り方や仲間へ

のアドバイスの方法を教える

と、実践し登れるようになり、

仲間が登っている時には、次に

持つ位置や足場を後ろから教え

たり、「頑張れ」と声援を送っ

たりする場面もあり、ボルダリ

ングならではの楽しさに触れて

もらえたのではと思い嬉しかっ

たです。準備体操の時からみん

な仲が良く、僕も一緒になって

楽しみました。みんなが終始笑

顔だったので良かったです。

vol.3

今

かわづふるさと案内人会

また来たくなるおもてなしを

【取材】輿水恵子さん（民間広報協力員）

Focus
キ

ラ

っ
とかがやく活

動
に

Vol.1

−フォーカス−

回から、河津で頑張って輝

いている団体などの活動

に焦点を当て紹介するコーナー

「F
フォーカス

ocus」が始まりました。

　第一弾は、鮮やかな夏みかん色

のジャンパーがトレードマークの

河津の観光ガイド「かわづふるさ

と案内人会」。現在、17人が所属

し、観光客や案内希望者と一緒に

町を巡り歩く、設立16年のボラ

ンティア団体です。

　案内コースは城山、神社仏閣、

河津七滝、踊り子と多種多様で、

中でも河津桜まつりの時期の河津

桜コースが一番の人気だそう。

　取材に伺ったこの日は丁度、桜

まつりに向けコースの下見会があ

り、私も同行させてもらいました。

楽しく、分かりやすく、地元なら

ではの話も聞けるあっという間

の90分でした。実際に参加した

お客さんにも「面白かった」、「楽

しかった、他のコースも行ってみ

たい」と大いに喜ばれています。　　

津に訪れた人がまた河津

に来たくなる。そんなお

もてなしができたら嬉しい」と語

る案内人の皆さん。毎月１回の例

会では、情報交換やガイドの研修

など熱心に行っています。今後も

活動を継続していくため新しい案

内人を募集しています。

　桜まつりの時期は黄色のジャン

パーにご注目ください。

今

「河
【団体のプロフィール】
平成19年設立。河津を愛する案内人が、
観光パンフレットには載っていない歴史や
豆知識、とっておきの地元情報を交えて町
の見どころを紹介。黄色いジャンバーと帽
子がトレードマーク。新規案内人募集中。

【問い合わせ】
かわづふるさと案内人会事務局

（河津町観光協会）
☎32−0290 
Mail:info@kawazu-onsen.com
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町立文化の家

図書館だより
https://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

２図書館カレンダー
February 2023

１ WED 時
と

間
き

のはこぶね
２ THU はらぺこあおむしの会
３ FRI

４ SAT

５ SUN

６ MON 休館日
７ TUE

８ WED 時
と

間
き

のはこぶね
９ THU はらぺこあおむしの会
10 FRI

11 SAT 休館日（建国記念の日）
12 SUN

13 MON 休館日
14 TUE

15 WED 時
と

間
き

のはこぶね

16 THU ブックスタート13時〜

17 FRI

18 SAT

19 SUN

20 MON 休館日
21 TUE

22 WED 時
と

間
き

のはこぶね
23 THU 休館日（天皇誕生日）
24 FRI

25 SAT 幼児のおはなし会
26 SUN

27 MON 休館日
28 TUE 休館日（館内整理）

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書） 著 者 名 出 版 社

きもちを贈る 杉浦さやか / 著 ワニブックス

一万人の脳を見た名医が教
えるすごい左利き 加藤　俊徳 / 著 ダイヤモンド社

暮らしの図鑑　エコな毎日 中嶋　亮太 / 著 翔泳社

光琳、富士を描く！ 小林　　忠 / 著 小学館

犬小屋アットホーム！ 大山　淳子 / 著 U-NEXT

書　名（児童書） 著 者 名 出 版 社

人がいじわるをする理由は
なに？ ドゥニ・カンブシュネ / 作 岩崎書店

すごすぎる色の図鑑 Ingectar-e/ 著 KADOKAWA

ノレノレかるた こまつ　あやこ / 著 毎日新聞出版

コアラのマーチ　さがしえ
ブック ― 東京書店

世界はこんなに美しい エイミー・ノヴェスキー / 文 工学図書

〈開館時間〉　９時〜18時　土・日は17時まで
〈休　館　日〉　月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館　☎︎34−1115

おはなし会
◆小学生向け…時

と

間
き

のはこぶね（毎週水曜15：50〜16：20）
◆乳幼児向け…はらぺこあおむしの会（毎週木曜）
　　　　　　　０〜２歳児向け　10：10〜10：30
　　　　　　　２・３歳児向け　10：40〜11：00
◆幼 児 向 け…幼児のおはなし会（第３土曜10：00〜10：30）

　

こ
の
本
に
は
千
八
百
年
ほ
ど
前
の

中
国
の
実
際
に
起
こ
っ
た
戦
い
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

三
国
志
に
は
三
つ
の
国
が
あ
り
、

魏
・
呉
・
蜀
と
い
い
ま
す
。
三
国
志

は
そ
の
前
の
漢
王
朝
（
後
漢
）
末
期

か
ら
始
ま
り
、
三
国
時
代
終
結
ま
で

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は
展
開
の
早
さ
で
す
。

三
国
志
で
は
も
の
す
ご
い
量
の
武
将

が
で
て
き
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
い
や

策
略
が
出
て
き
ま
す
。
誰
が
あ
っ
て

い
て
誰
が
ま
ち
が
っ
て

い
る
の
か
を
考
え
な
が

ら
読
む
の
も
楽
し
い
で

す
。

図
書
館
利
用
者
が
選
ぶ
一
冊

200字のスケッチ vol.22

長
谷　

奏
介
さ
ん
（
筏
場
・
10
代
）

『
三
国
志
』

（
渡
辺
仙
州
編
訳　

偕
成
社
）

三国志

★図書館日記★ 12/18 子育てねっとクリスマス会

　クリスマスにちなんだ本
の読み聞かせを聞き、ツ
リー飾りを作って、最後に
サンタさんからのプレゼン
トをもらいました。

★特集コーナー★ 「河津ゆかりの人」、「高校生が選んだおすすめの本」

　新刊コーナーの向かいに「河津ゆかりの
人」、「高校生が選んだおすすめの本」特集
コーナーを設けました。（展示は２月まで）
　「河津ゆかりの人」では、歴史上の人物、
文化の家の名付け親石原忍さんなどさまざ
まな人物に関する書籍を展示。
　「高校生が選んだおすすめの本」は、昨年12月に職業体験に来た稲取高校
の生徒さんたちが選びました。

No.238
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朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
食
べ
る

人
に
比
べ
て
５
倍
太
り
や
す
く

な
る
⁉

　
み
な
さ
ん
は
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
ま
す
か
。
面
倒
な
ど
を

理
由
に
朝
食
を
食
べ
な
い
と
い

う
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
体

重
を
増
加
さ
せ
る
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

朝
食
を
食
べ
な
い
と
体
内
時
計

が
狂
い
、
筋
肉
量
が
減
少
し
、

体
脂
肪
が
増
え
て
不
健
康
な
体

重
増
加
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。

朝
ご
は
ん
の
メ
リ
ッ
ト

①
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
約
２
割

　
増
え
、
太
り
に
く
い
体
づ
く

　
り
に
繋
が
る

②
体
温
を
上
げ
、
頭
や
体
を
動

　
か
し
て
く
れ
る

③
胃
腸
が
動
き
出
す
よ
う
に
な
　

 

健
康
増
進
課　

管
理
栄
養
士　

山
下
由
香
里

河
津
町
民
の
朝
食
の
現
状
は
？

　
令
和
２
年
度
に
行
っ
た
町
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
朝
食
を
ほ
ぼ

毎
日
食
べ
る
」と
答
え
た
人
は
、

全
体
で
89
・
２
％
、
さ
ら
に
成

人
期
で
は
76
・
９
％
で
し
た
。

朝
食
を
食
べ
て
幸
せ
な
１
日
を

　
令
和
５
年
も
２
か
月
目
に
入

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ぜ
ひ
町

民
の
み
な
さ
ん
に
朝
食
を
食
べ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
の
な
い

人
は
、バ
ナ
ナ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

牛
乳
１
杯
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
朝
食
を
食
べ
る
リ
ズ

ム
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
朝
食
を
食
べ
て
、
毎
日
健
康

で
幸
せ
な
１
日
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

　
り
、
お
通
じ
が
よ
く
な
る

④
体
内
に
良
い
生
活
リ
ズ
ム
を

　
作
る

⑤
質
の
高
い
睡
眠
を
と
る
こ
と

　
が
で
き
る

　
と
に
か
く
、
体
に
と
っ
て
良

い
こ
と
尽
く
し
で
す
。
食
べ
な

い
と
損
を
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

簡単にできる朝食メニュー例

スマホで簡単！食と生活習慣の市町別アンケート
日を健康に過ごすためには、日々の食事はとても大切なものです。しかし、具体的にどのように食生活の改

善をすればよいのかポイントがわからないままになっていませんか？

　まずは、あなたの食生活をはかってみましょう。アンケートに回答すると、たんぱく質や炭水化物などの栄養バ

ランスや塩分などのとりすぎ・不足がその場でわかります。

　また、今後10年のがんと循環器疾患にかかるリスクも算出できます。調査結果は町民の皆さんの健康づくりに

活用していきます。ぜひご協力ください。（このアンケートは、静岡県と社会健康医学大学院大学が協働で実施します。）

▶対象　20歳〜69歳の町民　　　▶期間　令和５年２月１日（水）〜３月31日（金） 

▶回答　QR コードか URL から検索。回答には15分〜30分程度かかります。

　　　　URL　https://rok.rokproject.jp/nr

▶アンケートに関する問い合わせ　㈱サーベイリサーチセンター　℡ 054−260−5123
アンケートの
回答はこちら▶

毎

かわづで子育て

か わ い く

■健康相談および母子健康手帳交付
と　き　２月20日（月）、３月６日（月）
　　　　13時30分〜15時30分
ところ　保健福祉センター
持ち物　・妊娠届出書（病院で配付さ　　
　　　　　れた場合は持参）
　　　　・個人番号カードまたは通知　　
　　　　　カード
　　　　・身元の確認ができるもの
　　　　　（写真付きでない場合は２種
　　　　　類持参）
　　　　・印鑑

今月のテーマ

朝ごはんを
たべよう

健康増進課　☎34−1937

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

☎0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより

■育児相談
と　き　３月７日（火）
　　　　10時〜11時30分
ところ　保健福祉センター
　　　　ふれあいホール
対象者　子育て中の保護者
内　容　身体測定、離乳食や子どもの
　　　　食事に関する相談、育児相談、
　　　　歯科相談
持ち物　母子健康手帳

■保健師による発育測定・育児相談
と　き　２月20日（月）
　　　　10時00分〜11時30分〜
■くれよんクラブ〝わくわくびより〟
と　き　２月19日（日）
　　　　13時30分〜14時30分〜
内　容　積み木あそびなど
■２月生まれお誕生会
と　き　２月27日（月）
　　　　10時40分〜
問 かわづっこひろば ☎36−3176

かわづっこひろば今月のイベント
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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
・
団
体
を
表
彰

令
和
４
年
度　

河
津
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

▲表彰された個人・団体のみなさん

証
明
書
類
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
取
得

▲マルチコピー機で住民票の写しを発行（実演）

　
令
和
５
年
１
月
４
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
各
種
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。
取
得
で
き
る
の
は
、
住
民
票
の
写

し
と
印
鑑
証
明
、
所
得
、
課
税
、
所
得

課
税
、
納
税
の
各
証
明
書
で
、
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
な
ど
で
発
行
で
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
河
津
駅
前
店
で
は
、

岸
重
宏
町
長
が
自
身
の
カ
ー
ド
を
使
い
、

証
明
書
発
行
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
（
実
演
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
12
月
13
日
、

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
河
津
町
で
起
業
な
ど
（
商
店
開
業
・

事
業
継
承
）
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象

と
し
て
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
に
新
た
な
お
店
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
店
主
は
千
葉
県
か
ら
夫
婦
で
移
住
し

て
き
た
山
根
修
さ
ん
（
天
川
）
で
す
。

中
国
出
身
の
妻
、
李リ

ガ
ゲ
ン

雅
娟
さ
ん
と
考
案

し
た
「
桜
餃
子
」
の
作
り
方
教
室
や
雑

貨
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
根
さ
ん
は
「
ま
ず
は
試
食
や
餃
子

の
作
り
方
教
室
を
通
じ
て
町
民
に
知
っ

て
も
ら
い
、
今
後
は
、
桜
餃
子
を
特
産

品
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

桜
餃
子
を
河
津
の
特
産
品
に
‼

駅
前
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
第
３
弾

・
河
津
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

・
河
津
町
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
河
津
中
剣
道
部
（
男
子
）

・
河
津
中
男
子
バ
レ
ー
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
鈴
木 

ひ
よ
り
さ
ん
（
南
小
５
年
）

 

＝
田
中
＝

新
体
操

・
名
城 

詩し

音お
ん

さ
ん
（
稲
取
高
校
３
年
）

 

＝
笹
原
＝

レ
ス
リ
ン
グ

・
大
生 
咲さ

く

耶や

さ
ん
（
稲
取
高
校
３
年
）

 

＝
長
野
＝

陸
上
競
技

・
飯
田 

真ま

子こ

さ
ん
（
稲
取
小
学
校
教
諭
）

 

＝
見
高
＝
　

・
山
下 

永え
い

吉き
ち

さ
ん
（
河
津
町
役
場
）

 

＝
笹
原
＝

・
隅
谷 

心こ

珀は
く

さ
ん
（
河
津
中
２
年
）

 

＝
長
野
＝

優
秀
選
手
賞

特
別
賞
（
陸
上
競
技
）

特
別
団
体
賞

▲店主の山根さん

町政 Pick Up
Kawazu Townあ

▲桜餃子
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生涯学習
情報 はつら つ

■ 編集・発行　河津町教育委員会社会教育係 
　☎ 34−1117　FAX 34−0295　メール kyouiku@town.kawazu.shizuoka.jp No.60  2023  新春号

1_ チームの仲間と一緒に笑顔で走り出す（5 キロコース）
2_ スタート地点のテレビカメラに向かってポーズ （3 キロコース）
3_ ゴールしたランナーとハイタッチ　
4_ ピストルの合図で一斉にスタートする参加者（1.5 キロコース）

47
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
１
月
１
日
、
河
津
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
す
る

周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
、
２
１
２
人
が
参
加

し
、
新
年
の
走
り
初
め
を
行
い
ま

し
た
。

　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
は
じ

め
、
河
津
町
交
番
、
町
交
通
指
導

員
会
、
交
通
安
全
協
会
河
津
町
分

会
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
無
事
に

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
大
会
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
世
代
の
参
加
者
が
、
河
津

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
海
へ
向
か
い

ス
タ
ー
ト
し
、
1.5
キ
ロ
・
３
キ
ロ
・

５
キ
ロ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
新
年
の
風
を
感
じ
な
が
ら
走

り
ま
し
た
。
　
　

　
親
子
や
家
族
、
友
人
な
ど
と
一

緒
に
走
る
こ
と
を
楽
し
む
姿
や
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
仲
間
と
一
生
懸
命

走
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
に
は
完
走
証
と
記
念
の
干
支
タ

オ
ル
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
は
す
が
す
が
し
い
新

年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

NEW YEAR MARATHON 2023
晴天のもと212人が走り初め！

第
▼干支タオル

12

34



1313 2023.2　広報かわづ

　第６回『伊豆の踊子』読書感

想文コンクールの表彰式が令和

４年11月23日、町立文化の家

で行われました。

　式では、78点の中から選ば

れた最優秀賞１名、優秀賞１名

が表彰されました。高校生部門

で最優秀賞を受賞した清水真帆

さんによる感想文の朗読も行わ

れました。

▶一般部門

　《優秀賞》

　土屋　光
こうじ

示さん　＝河津町＝

　松木正
しょういちろう

一郎さん　＝下田市＝

▶高校生部門

　《最優秀賞》

　清水　真
ま ほ

帆さん　＝伊東市＝

　《優秀賞》

　小山　翔
と き

希さん　＝熱海市＝

　田山　蒼
そ う し

士さん   ＝伊東市＝

　表彰式後には修繕したフィル

ムでの『伊豆の踊子』映画上映

会を開催。川端康成氏の世界観

を楽しみました。

写真中央左）高校生部門で最優秀賞を受
賞した清水さん　写真中央右）一般部門
で優秀賞を受賞した土屋さん　

▲「伊豆の踊子」　
　映画上映会の様子

感想文の朗読をする
清水さん▶

修繕したフィルム ▶

第６回「伊豆の踊子」
読書感想文コンクール

第51回下田河津間駅伝競走大会

４年ぶり仲間とたすきをつなぐ

▲南小学校グラウンドを一斉にスタートする選手

51
回
下
田
河
津
間
駅
伝
競

走
大
会
が
1
月
22
日
、
河

津
町
か
ら
下
田
市
ま
で
の
区
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
悪
天
候
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
参
加

選
手
は
懸
命
に
走
り
、
６
区
間

23
・
７
４
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
仲

間
と
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
走
り
抜
き

ま
し
た
。
今
年
は
32
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
選
手
た
ち
は
沿
道
か
ら
家

族
や
チ
ー
ム
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

■
大
会
結
果
（
参
加
チ
ー
ム
数
）

　
（
河
津
町
関
係
者
チ
ー
ム
の
み
）

▼
中
学
生
男
子
の
部
（
２
）

　

河
津
中
学
校
男
子�

２
位

　

区
間
賞
２
区　

加
納
春は

る

輝き

　
　
　
　

４
区　

島
田
隼し

ゅ
ん

弥や

▼
中
学
校
女
子
の
部
（
２
）

　

河
津
中
学
校
女
子　
　
　

２
位

　

区
間
賞
２
区　

飯
田
莉り

心こ

　
　
　
　

３
区　

髙
木
さ
ち

▼
一
般
男
子
の
部
（
25
）

　

オ
ー
ル
河
津　
　
　
　
　

２
位

　

区
間
賞
３
区　

鳥
澤
祐ゆ

う

一い
ち　

　

河
津
町
役
場　
　
　
　
　

14
位

▼
一
般
（
高
校
）
女
子
の
部
（
２
）

　

下
田
高
校　
　
　
　
　
　

１
位

　

区
間
賞
１
区　

酒
井
涼す

ず

帆ほ

★
区
間
新

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
座

生涯学習講座 

さくら
アカデミー

　
講
師
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
後
藤
清

也
さ
ん
を
迎
え
、
12
月
７
日
か

ら
全
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
花
材

を
前
に
、
ア
レ
ン
ジ
・
花
束
・

リ
ー
ス
・
お
正
月
の
飾
り
を
素

敵
な
作
品
に
作
り
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

▲花束を作る参加者

32
チ
ー
ム
が

　
　
　

た
す
き
を
つ
な
ぐ

第

▲一般男子３区区間賞
　鳥澤さん＝オール河津＝

▲一般女子１区区間賞（新）
　酒井さん＝下田高校＝
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広報かわづ配信中

　国立清水海上技術短期大学校は、内

航船員を養成している国土交通省所管

の学校です。一緒に船員を目指してみ

ませんか？

説明会　Zoom を使ったオンライン説

　　　　明会です。自宅からスマホや

　　　　パソコンで参加できます。

と　き　３月24日（金）

　　　　【午前】10時〜11時40分

　　　　【午後】14時〜15時40分

対　象　高校生以上　

申　込  電話または HP の参加申込 

　　　　フォームから３月16日（木）

　　　　17時までに申込

費　用　無料

問 ・申込

　国立清水海上技術短期大学校教務課

 ☎054−334−0922

HP  https://www.jmets.ac.jp/shimizu/

      index.html  　 

児童手当の振込
　令和４年10月〜令和５年１月分児

童手当を振り込みます。

振込日　２月10日（金）

問 福祉介護課 ☎36−3232

今月の納税
固定資産税４期、国民健康保険税８期、介護保険料６期、後期高齢者医療保険料７期
２月28日（火）が納期です。

（固定・国保税）問 健康増進課　☎34−1928（後期）問 健康増進課　☎34−1937
（介護）問 福祉介護課　☎36−3232

  お知らせ   募集

伊豆訓練校４月入校生募集
　伊豆高等職業訓練校は、静岡県認定

の大工の学校です。働きながらものづ

くりを学べます。

学　科　木造建築科

授　業　３年間　毎週土曜日

　　　　８時30分〜16時30分

入学金　10,000円／初年度のみ

授業料　55,000円／年１回

（資格取得・趣味の一環とし

て入学を希望する場合は別途

30,000円／年１回）

要　件　中学校卒業以上の人／事業所

に勤務し、雇用保険または労

災保険に加入している人

その他　卒業後２級技能士学科免除、

　　　　２級建築士の実務経験短縮な

　　　　どの特典あり

問 伊豆高等職業訓練校　　　　

 ☎080−4309−2900

船の学校 Web 説明会

▶利用できる人

利用者証明用電子証明書（４桁の暗証番号）が搭載され

たマイナンバーカードをお持ちの河津町民で15歳以上

の人（※証明書取得時に河津町に住民登録のある人に限

ります。）

▶利用可能時間

　６時30分〜23時　土日祝日も利用可能。　

　（12月29日〜翌年１月３日、メンテナンス時を除く）

▶利用できる店舗

全国のコンビニエンスストアなどでマルチコピー機を

設置している店舗

▶取得できる証明書

・住民票の写し（除票・改正原住民票は除く）

・印鑑登録証明書

・各種税証明書（納税証明書／所得・課税証明書／

　　　　　　　　所得証明書／課税証明書）

▶発行手数料

    １通　200円

▶証明書の取得方法

利用にはマイナンバーカードが必要です

①対応する店舗のマルチコピー機で「行政サービス」を

　選択。 

②「証明書交付サービス」を選択し、マイナンバカード

　を指定の場所にセット。

③「４桁の暗証番号（利用者証明用電子証明書の暗証番

　号）」を入力。

④必要な証明書の種類や部数を選択。

⑤内容を確認し、発行手数料を入れる。

　※発行した証明書の返品交換、手数料の払い戻しは出

　　来ません。

⑥印刷された証明書と領収書を受領。

　※複数ページの場合は、ホチキス止めされませんので

　　取り忘れにご注意ください。

問 町民生活課　

 住民票・印鑑証明　窓口係　☎34−1932

 各種税証明　　　　税務係　☎34−1928

　令和 5 年 1 月 4 日から、各種証明書がマイナンバーカードを使ってコンビニなどのマルチコピー機で
取得できるようになりました。土・日・祝日や早朝、夜間でも取得できます。ぜひご利用ください。

各種証明書のコンビニ交付が始まりました！

万引きは犯罪です
　下田警察署管内で昨年12月20日ま

でに発生した万引きは17件（前年比

＋２件）でした。（速報値）

　「お金を使いたくない」、「見つから

なければ大丈夫」と軽い気持ちで万引

きをしてしまう人が多いようですが、

万引きは犯罪です。お店側も店内の死

角には特に注意し、防犯カメラやミ

ラーなどの防犯対策や声かけなど万引

きをさせない店づくりをしましょう。

問 下田警察署管内防犯協会

 ☎27−2766

HP ▶
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暮らしの情報 information

（１月１日現在）

人　口 6,728 人 前月比 （−26）

（男） 3,269 人

（女） 3,459 人

世帯数 3,303 世帯 前月比 （−6）

（12月１日〜31日届出）

  戸籍だより

  ひとの動き

  人口と世帯

身近なこと生活相談へ

日本年金機構出張相談

と　き　３月１日（水） 10時〜15時

ところ　役場　ふれあいホール

問 社会福祉協議会 ☎34−1286

　三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や年金の請求、各種書類

の提出などを受け付けます。事前に予

約してください。

と　き　３月２日（木） 

　　　　９時〜12時、13時〜14時

ところ　下田市役所（要予約）

問 下田市役所市民保健課

 ☎22−3922

と　き　３月９日（木） 

　　　　９時〜12時、13時〜14時

ところ　河津町役場（要予約）

問 健康増進課保険年金係

 ☎34 −1937

　介護に関するお問い合わせ、相談を

受け付けています。

と　き　月曜日〜金曜日

　　　　９時〜16時　随時受付

ところ　サンシニア河津　相談室

問 サンシニア河津 ☎32−3203

介護相談

※このコーナーに掲載を希望しない場合は、
　お申し出ください。

　障害のある人の就職や生活面の相

談、障害のある人たちを雇用する事業

主などの相談に応じます。事前に予約

してください。

と　き　２月21日（火）

　　　　13時30分〜15時30分

ところ　保健福祉センター

問 賀茂障害者就業・生活支援センター「わ」 　  

 ☎22−5715

障害者のための就労相談会
と　き　３月１日（水） 10時〜15時

ところ　役場　ふれあいホール

問 町民生活課窓口係  ☎34−1932

人権・行政相談

　しずおかジョブステーションは、静

岡県の総合就職支援機関です。就職サ

ポーターが、自己分析から応募書類の

書き方、面接練習まで一人ひとりの状

況に応じて就職活動をしっかりサポー

トします。料金は無料。オンライン相

談や、外国語の相談も対応しています。

お気軽にご利用ください。（予約制）

ところ　沼津市大手町１−１−３

　　　　沼津産業ビル２階

利　用　平日９時〜17時

問 しずおかジョブステーション東部

 ☎055−951−8229

働きたいあなたを応援！

  相　談

介護・法律相談
と　き　２月15日（水） 

　　　　介護相談　10時〜12時

　　　　法律相談　13時〜15時

ところ　子育て支援センター　

　　　　応接相談室・多目的室

法律相談は事前に予約してください。

問 社会福祉協議会 　  

 ☎34−1286

人 KEN あゆみちゃんと人 KEN まもる君
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kawazu－jin

河 津 人

　
長
田
ガ
ス
株
式
会
社
は
、
L
P
ガ

ス
の
自
主
保
安
活
動
で
最
優
秀
賞
（
全

国
で
20
社
前
後
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
の
要
と
な
っ
た
業
務
は
、
累
積
15

年
継
続
す
る
顧
客
ご
と
の
「
カ
ル
テ
」。

対
応
記
録
や
写
真
を
社
内
で
管
理
共
有

で
き
る
デ
ー
タ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　「
受
賞
は
社
員
の
度
重
な
る
努
力
と

継
続
の
結
果
」
と
話
す
二
代
目
社
長
の

長
田
雅
彦
さ
ん
。
毎
日
朝
礼
で
保
安
テ

キ
ス
ト
を
音
読
し
た
り
、
社
員
同
士
交

流
が
深
ま
る
行
事
を
設
け
た
り
し
て

チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、ガ
ス
以
外
に
電
気
や
水
道
、

家
電
な
ど
生
活
の
困
り
ご
と
の
相
談
を

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
地

震
対
策
や
ガ
ス
復
帰
方
法
を
記
載
し
た

ラ
ミ
ネ
ー
ト
版
の
配
布
や
、
炊
き
出
し

機
材
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
災
害
の

備
え
を
充
分
に
す
る
な
ど
地
域
の
人
に

安
心
と
信
頼
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
小
学
４
年
か
ら
ず
っ
と
剣
道
を
続
け

て
い
る
雅
彦
さ
ん
。
週
三
回
の
天
心
会

の
稽
古
で
子
ど
も
た
ち
や
大
人
同
士
と

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　「
剣
道
に
は
素
晴
ら
し
い
モ
ノ
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。
興
味
の
あ

る
子
は
ぜ
ひ
見
に
来
て
」
と
、
子
ど
も

が
楽
し
み
苦
し
く
て
も
頑
張
れ
る
よ
う

に
常
に
工
夫
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　「
何
事
も
コ
ツ
コ
ツ
と
手
の
届
く
範

囲
で
中
身
の
濃
い
仕
事
を
し
た
い
も
の

で
す
」
と
語
る
姿
勢
が
受
賞
に
繋
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
“
困
っ
た
〟
を
“
快
適
〟
に
！

姉妹都市 長野県白馬村通信

白馬村出身の花岡選手（右）

編
集
後
記

　

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
名
称
は
変
わ
っ
て
も
、
若
者
た

ち
が
「
二
十
歳
」
と
い
う
節
目
を

喜
び
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
す
る
姿
は
ま
ぶ
し
く
、
未
来

へ
の
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

二
十
歳
を
迎
え
た
み
な
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
か
ら
河
津
桜
ま
つ
り

が
始
ま
り
ま
す
。
今
号
で
紹
介
し

た
ふ
る
さ
と
案
内
人
や
河
津
桜
守

人
関
係
者
ら
の
剪
定
作
業
な
ど
、

町
内
で
は
祭
り
に
向
け
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
日
ご
と
膨
ら
む
河

津
桜
の
蕾
を
目
に
す
る
度
、
満
開

が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
す
。（
ｃ
）

長田ガス株式会社　社長

長田 雅彦さん
おさだ　まさひこ

下峰　65歳　

創業69年の下峰のガス会社２代目。５人の社員
と共に積極的な LP ガスの自主保安活動に取り組
み、令和３・４年度と２年連続で全国最高の「経
済産業大臣官房技術総括保安審議官表彰」を受賞。
趣味は写真。

じめ当村関係者が現地に応援に駆け付けるなか、区間６位、チーム順
位を２つ上げる見事な走りを見せてくれました。
　花岡選手は同大学１年生ですが、既にチームの主力として活躍して
おり、近年力をつけてきている当村の陸上界にとっては大変嬉しく、
また大きな目標となる出場となりました。今後の活躍に期待しましょ
う。

　１月２日、関東の大学対抗で競う
第99回目箱根駅伝の往路に、東海
大学で白馬村出身（白馬中−上田西
高出）の花岡寿

ひさや

哉選手が当村出身で
初出場を果たしました。
　花岡選手は、戸塚中継所から平
塚中継所までの第３区（21.4 キロ
メートル）に出場し、丸山村長をは

カルテを確認する長田さん

【
取
材
】
鈴
木　

香
織
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

花岡寿哉選手、
白馬村初の箱根駅伝出場


